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 集団運動性の起源は 2+励起状態と 4+励起状態のエネルギーに現れる。球形な原子
核の振動運動による励起では、２つの励起状態のエネルギー比（R4/2）が２に近い値と
なる一方で、変形した原子核の回転運動による励起では 10/3 に近い値をとる。本研









 実験の結果、中性子数 N=22,24をもつ同位体 36Si、38Siでは典型的な球形核の振動
と考えられる励起様式（R4/2～2.0）が測定された。一方で中性子数 N=28 をもつ同位体
42Si では変形核の回転運動と考えられる励起様式（R4/2～2.93）が測定された。実験結






























2013 年 7 月 4 日１7 時 00 分より、本論文に関する公聴会が開催された。申請者
は論文内容を明快に説明し、その後の質疑に対する応答も満足すべきものであった。 
 
